
松 浦 市 第４4号

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー だ よ り

新型コロナワクチン予防接種のご案内

松浦市地域包括支援センターだより（年３回発行） 発行日：令和７年１０月１日
住所：松浦市志佐町里免３６５番地 松浦市役所長寿介護課内 電話：０９５６－７２－１１１１（内線191）

令和７年度も引き続き接種費用の一部を市が負担しますが、国による新型コロナワ
クチン予防接種費用助成金が廃止されたため、自己負担額が4,000円と増額しますの
で（令和６年度自己負担額2,500円）、ご理解をお願いします。
新型コロナワクチン予防接種は、接種の強制や努力義務及び接種勧奨の規定はなく、

あくまで本人の意思に基づき接種するものです。

※注意：生活保護受給者は無料。ただし、医療機関窓口での「生活保護受給者証」の
提示が必要です。

●申込方法：医療機関に直接ご予約ください。
●接種期間：令和７年10月１日(水)～令和８年３月31日(火)

・ワクチンには複数種類があり、各医療機関で使用ワクチンは異なります。特定のワ
クチン接種を希望する場合は、医療機関に直接お尋ねください。

＜問合せ先＞健康ほけん課 健康推進係（☎内線129）

シニアカー（ハンドル型電動車イス）とは、主に屋外で利用し、自力歩行が可能な
人が日常的な外出や買物などに行くための移動用の乗り物のことです。特徴として、
行動範囲が限定されず車体が安定し、自宅で充電ができることが挙げられます。道路
交通法では歩行者扱いになります。また、転落や脱輪、道路横断中などに交通事故が
発生していることから、事故なく安全に利用するために、次のことに注意しましょう。

①正しい姿勢と安全確認

②携帯電話は使用しない

③飲酒運転をしない

④段差や溝に対して直角に進む

⑤歩行者と安全な間隔をとる

⑥道路を横断するときは、横断歩道を利用する

シニアカー（ハンドル型電動車イス）の安全な乗り方

認知症カフェ（折り梅カフェ）の活動を紹介～折り梅ガーデン～

これまでは主に屋内活動でしたが、新たな試みとして、7月の定例会では畑で土や
野菜に触れる「折り梅ガーデン」という活動を行いました。

もしかして認知症？～認知症初期集中支援チーム～
松浦市では、認知症総合支援事業に基づき、在宅の認知症の人とその家族の相談支

援・対応、医療や介護のコーディネートを行う認知症地域支援推進員を地域包括支援
センターに配置しています。
また、センター内には「認知症初期集中支援チーム」を設置しており、認知症の相

談があった場合は複数の専門職で家庭訪問を行い、認知症サポート医の助言に基づき、
必要な医療や介護サービス等につながるための支援をしています。他にも、認知症の
進行に沿ったケアのポイントとサポートの流れについてまとめた「認知症ケアパス」
を作成しています。
「もしかして認知症かも…」と思われる場合には、地域包括支援センターまでお気

軽にご相談ください。

もしかして認知症？～認知症初期集中支援チーム～

認知症の人と折り梅の会会員が準備した畑に集合し、ピーマン・トマト・きゅうり
の収穫を行いました。その後保健センターに移動し、採れた野菜の品評や試食をしな
がら、「おいしい野菜はどうやって作るの？」「採れたてはおいしいね」などの感想
が聞かれました。参加者は、自然と笑顔が広がるゆっくりとした時間を過ごすことが
できました。

「折り梅ガーデン」は、認知症の人の「物忘れがあっても野菜作りを続けたい」という声か
ら始まりました。地域包括支援センターでは、これからも認知症の人の様々な声に耳を
傾け、認知症になっても自分らしく笑顔で暮らせるまちづくりを推進・応援していきます。

自己負担額 実施医療機関 必要なもの

4,000円

(全額自己負担の
場合:15,600円)

　かかりつけの医療機関へお尋ねく
ださい。
（市外医療機関の場合：接種を希望す
る医療機関、または健康ほけん課に
お問合せください。）

マイナ保険証や資
格確認書

(※に該当する方)

医師の診断書また
は身体障害者手帳

対象者
(接種当日)

65歳以上の人

60歳～64歳で、心臓や腎臓・呼吸器・免
疫機能に一定の障害があり、身体障害者
手帳1級に相当する人(※)

認知症カフェ 【日時：毎月第１木曜日 13:30～15:30 場所：老人福祉センター万年青荘】



お気軽にご参加ください～介護者交流会～

「人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」と
は、あなたが大事にしていることや望んでいること、どこで、
どのような医療・ケアを受けたいかを、自分自身で前もって
考え、周囲の信頼する人たちと共有しておくことです。松浦
市では人生会議を推進するために、松浦市版エンディング
ノート「ありがとうノート」と、オリジナル動画「モコちゃ
んに看取られる」を作成し、地域等で出前講座を開催してい
ます。講座をご希望の方はお気軽に長寿介護課へお尋ねくだ
さい。
また、「モコちゃんに看取られる」はYouTubeに掲載し

ています。

介護に関する悩みや困りごとなどを同じように介護をされている人に聞いてみませ
んか？認知症や介護の工夫などに関する交流会を開催しています。お気軽にご参加く
ださい。（※③は、今福地区の集いの場（武部病院跡地）で開催しています。）

高齢者の人権を侵害する高齢者虐待が増え、社会問題となっています。
認知症や寝たきりの方を介護している家族などが心身ともに疲労し、追
い詰められ、自覚のないままに虐待をしてしまっていることも少なくあ
りません。誰もが安心して暮らせるよう、地域の協力、介護サービスな
どの利用で虐待をみんなで防ぎましょう。以下のチェックリストで思い
あたることがあれば、地域包括支援センターにご相談ください。

地域で見守りましょう～高齢者虐待防止・早期発見～

＜高齢者の様子から＞
□身体にあざや傷、やけどなどが見られる
（原因を聞いても教えてくれない）
□急におびえたり、こわがったり、不安になっ
たりする

□無気力、あきらめ、なげやりな様子である
□身なりが整っていない、身体から異臭・汚
れが目立つ

□話のつじつまが合わない、会話を拒否する
□日常生活に必要な金銭をもらえていない
□病気の受診を拒否している、受診をさせて
もらっていない

＜介護者の様子、家庭・地域での様子から＞
□家族が介護・介助に疲れており、相手の悪
口を言っている

□暑い日や寒い日、雨の中に長時間一人で
外にいる

□郵便物や新聞が溜まったまま、放置され
ている

□家の周囲にゴミが放置されている、室内
が散乱している

□家から怒鳴り声や泣き声、大きな音が聞
こえる

６月24日に、きらきら21で「健康マージャンの魅力に迫ろう会」を開催し、「脳
トレになりそう」「知り合いが増えそう」と17人が参加しました。第１部では、健康
マージャンが介護予防や認知症予防につながる魅力を解説。第２部の健康マージャンミ
ニゲームでは、集いの場「志佐なごみ会」より講師を招き、マージャン初心者が半数以
上を占める中、ジャラジャラとマージャン牌（パイ）を混ぜて牌山を積むなどを体験し、
マージャンの醍醐味を味わいました。
「楽しかった」「これからも続けたい」との感想があり、７月中旬から開催した全４

回のフォローアップ講座や志佐なごみ会への加入など継続して参加がありました。
また、10月24日には、東部交流センターで「健康マージャンの魅力に迫ろう会in今

福」を開催予定であり、これからも健康マージャンの輪を広めていきます。

社会参加のススメ～健康マージャンの魅力に迫ろう会～

介護予防と地域での支え合い活動を学び考える機会として、５月21日から７月30日
までの全５回の日程で介護予防・地域支え合いサポーター養成講座を開催し、60歳代
から80歳代までの25人が参加しました。保健師や管理栄養士、作業療法士などの専門
職から高齢者の心身の特徴や効果的な介護予防などについて学んだほか、認知症の人へ
の対応について講話と寸劇を交えて考えました。また、地域の集いの場で活動している
人の話を聞き、地域の支え合いについて一緒に考えました。
参加者からは、「知らなかった活動を知ることができた」「話し相手や買い物のお手

伝いならできそう」などの感想がありました。
平成25年度から始まった同講座の修了者はあわせて

298人となり、地域の集いの場や訪問ボランティアと
して生活支援に携わるなど、多くの仲間が地域での支
え合い活動で活躍しています。
また、福島地区において９月から全３回の日程で

同講座を開催しています。

介護予防と地域の活動を知るきっかけづくり
～介護予防・地域支え合いサポーター養成講座～

11/26（水）、2/25（水） 12/17（水）、3/18（水） 10/14（火）、1/20（火）

①福島保健センター ②鷹島公民館 ③いま福の友の会

13:30～15:30 13:30～15:30 10:00～11:30

もしもの時のために「人生会議」
～最後まで自分らしく生ききることを、大切な人と話し合う～

３年に１回実施している「健康とくらしの調査」は、皆さまの健康状態や暮らし方
などを把握し、今後の松浦市の高齢者施策に役立てるための重要な調査です。
質問数が多いですが、ご家族等の協力者がいらっしゃる場合は、代筆でも構いませ

んので、聞き取りで記入いただくなど調査へのご協力をお願いします。

「健康とくらしの調査」にご協力をお願いします

11月中旬に、要介護認定を
受けていない65歳以上の
方のご自宅に調査票が届き
ます。
（※無作為抽出のため全員
ではありません）

ご回答いただいた調査票
は、同封の返信用封筒に
入れてポストに投函してく
ださい。
（※切手を貼る必要はあり
ません）


